
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

 新宮市は和歌山県南東部に位置し，熊野三山の一つ「熊野速玉大社」が鎮座するまちとし

て栄えてきた。高田区は新宮市中心部より西側に位置し，かつては高田村として発展してき

た地域である。この高田区について，地域の魅力ある観光資源が存在しているにも関わらず，

若年層を中心に十分な誘客ができていない状況にあり，これらの地域における誘客は新宮

市の観光において重要となる。そこで，地元の活力を取り戻すための活動を行っていく高田

区（委員会）と連携し，実際に現地での交流や地域の観光資源の体験を通して，様々な観光

事情や魅力を知ってもらうこと，それについて広く発信できる力を身につけてもらうこと

を目的とし，学生主体での新鮮な観光モデルコースの造成を行うこととした。 

 

２．活動の内容 

 新宮市役所企画政策部商工観光課の担当者と Teams を使い，ミーティングやプレゼンテ

ーションを実施した。本来であれば，夏休み期間中に現地研修を行い，観光モデルコースを

開発する予定であったが，新型コロナウイルス感染症により，現地研修は中止となり，全て

の活動をオンラインで行うことになった。現地研修は中止となったが，高田中学校の生徒お

よび教員とのオンライン交流会を実施し，高田地区の情報収集をするとともに，地域の方々

と交流することができた。 

 

３．活動を通じて 

 新型コロナウイルス感染症の影響により，予定通りの活動はできなかったが，オンライン

を用いて新宮市職員および高田区の方々と交流できたことは非常に有意義であった。 

【地域の基礎データ】 

人 口：27,796 人（令和３年２月 1 日現在） 

高齢化率：36.9％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：製材業、製紙業、漁業、林業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：12 名（１回生：４名、２回生：６名、３回生：

２名） 

活 動 期 間：令和２年 6 月～ 

担 当 教 員：伊藤央二 



 

４．成果物（ポスター） 

 

 

  


